
【SR-7 評価シート エビデンス総体】
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皮膚潰瘍の治癒
症例集

積/4
ー1 ー１ ー１ ー１ 0 0 5 1 20 5 4 80 4 NA 1 1

4文献中1件、比較検討し

ているが、抗がん剤以外

の薬剤も含まれる

皮膚潰瘍治療期間の

短縮

症例集

積/1
NA NA NA ー１ 0 0 NA NA NA 40 NA NA NA NA 0 1

細かい分析がされている

文献が1件あり

手術後遺症
症例集

積/2
NA NA NA ー１ 0 0 NA NA NA NA NA NA NA NA 0 0

細かい分析がされている

文献が1件あり

手術合併症
症例集

積/3
NA NA NA ー１ 0 0 NA NA NA NA NA NA NA NA 0 0

細かい分析がされている

文献が1件あり

コメント（該当するセルに記入）

がん薬物療法に伴う血管外漏出に関する合同ガイ

ドライン

＊バイアスリスク，非直接性

 各ドメインの評価は「高（－2）」，「中／疑い（－1）」，「低（0）」の3 段階。

 まとめは「高（－2）」，「中（－1）」，「低（0）」の3 段階でエビデンス総体に反映させる。

＊＊上昇要因

  各項目の評価は「高（＋2）」，「中（＋1）」，「低（0）」の3 段階。

  まとめは「高（＋2）」，「中（＋1）」，「低（0）の3 段階でエビデンス総体に反映させる。

アウトカムごとに別紙にまとめる。

がん薬物療法薬の血管外漏出による潰瘍病変を認

めた患者
潰瘍病変ができてすぐ（早期）のデブリードメン

ト
保存的治療

リスク人数（アウトカム率）


